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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2021 年 10 月６日に公表しました 2022 年２月期（2021 年３月１日～2022 年

２月 28日）の通期の業績予想を、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 
 
 
１.2022 年２月期通期連結業績予想数値の修正（2021年３月１日～2022年２月 28日） 

                          売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

9,066 

百万円 

△71 

百万円 

22 

百万円 

109 

円  銭 

52.45 

今回修正予想（Ｂ） 8,702 △267 △171 △122 △58.23 

増減額（Ｂ－Ａ） △364 △196 △193 △231  

増減率（％） △4.0 - - -  

（ご参考）前期実績 

（2021年２月期） 
9,143 △831 △588 △848 △404.93 

 

 

２.2022 年２月期通期個別業績予想数値の修正（2021年３月１日～2022年２月 28日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

6,977 

百万円 

△43 

百万円 

61 

円  銭 

29.16 

今回修正予想（Ｂ） 6,563 △153 △102 △48.70 

増減額（Ｂ－Ａ） △413 △110 △163  

増減率（％） △5.9 - -  

（ご参考）前期実績 

（2021年２月期） 
6,842 △710 △935 △446.17 

 

 

３.通期業績予想の修正の理由 

2022年２月期の連結会計年度におきまして、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）はデルタ株やオミ

クロン株の発生も含めて世界規模で継続、国内でも再拡大（第４波、第５波、第６波）に伴い主要都市へ

の緊急事態宣言やまん延防止措置が発出され、ワクチン接種が進展したものの、依然として先行き不透明

な状況が続いております。化粧品市場につきましても、感染防止に向けたマスク着用の定着化や外出自粛

による化粧頻度の低下、海外渡航規制によるインバウンド需要の消滅など、依然として大きな影響を受け

ております。 

 

 



当社におきましても、国内・海外の化粧品メーカーからの受注の低迷や、従業員の新型コロナウイルス

感染症への罹患などによる工場稼働への影響を受けて、連結業績・個別業績共に、売上高は前回発表予想

を下回る結果となり、2019年に竣工した「つくば工場第３期拡張工事」や海外子会社における設備投資に

よる生産能力の拡大を活かせない状況が続いております。 

 

2022年２月期の通期業績予想につきましては、第３、第４四半期の売上高は、前回発表予想では当時の

受注残の回復度合いを踏まえて第２四半期累計期間を上回る見通しを策定しておりましたが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響（デルタ株による座間工場でのクラスター感染の発生と、オミクロン株による

従業員の感染や濃厚接触による自宅待機の発生による工場稼働の低下、物流遅延による資材到着の遅れや

出荷の遅れ、など）を受け、前回発表の予想を下回る見込みです。また、利益面でも、売上高の減少の影

響が大きく、引き続き各種コスト圧縮に努めて前期からは改善しているものの、連結業績・個別業績共に

前回発表の予想を下回り、赤字の計上を余儀なくされる見込みです。 

 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、新型コロナウイルス感染症の影響の程度や期間が不透明な中、今後発生する様々な要因によ

り当該予想値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 
 
 


